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一
言
ご
あ

大
阪
府
貨
物
運
送
協
同
組
合
連
合
会
の
創
立
二
十
周
年
に
あ
た
り、

い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す゚

顧
み
ま
す
と、

当
連
合
会
が
昭
和
四
十
二
年
十
月
に
三
十
協
組
を
会
員
と
し
て

発
足
し
ま
し
た
当
時
は、
ト
ラ
ソ
ク
運
送
事
業
の
近
代
化
基
本
五
ヵ
年
計
画
の
実

施
第
二
年
度
で
も
あ
り、
全
国
各
地
で
企
業
の
近
代
化、
高
度
化、
組
織
化
な
ど

の
施
策
が
活
発
に
進
め
ら
れ
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た。

そ
う
し
た
中
で、

当
連
合
会
は
社
団
法
人
大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
全
面
的
な

ご
支
援
の
も
と
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て、

中
小
企
業
運
送
事
業
者

の
協
同
組
合
組
織
化
と
協
同
組
合
の
指
導
団
体
と
し
て、
ま
た
大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク

業
界
の
事
業
者
経
済
団
体
と
し
て
の
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
り
ま
し
た。

以
来
当
連
合
会
で
は
中
小
企
業
者
の
近
代
化、

合
理
化
の
た
め
協
同
組
合
の
組

織
化
に
努
め
る
と
と
も
に、

構
造
改
善
事
業
を
大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
連
携
し

て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た。
ま
た
経
済
団
体
と
し
て
府
下
の
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
者
の
経
済
メ
リ
ッ
ト
追
求
の
た
め、

各
種
経
済
事
業
を
積
極
的
に
実
施
し、

会
員
事
業
者
に
多
く
の
利
益
還
元
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た。

そ
し
て
こ
の
二
十
年
間、
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
先
達
の
方
が
た
の
ご
努
力
と、

運
輸
局
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
指
禅
に
よ
り、
数
多
く
の
協
同
組
合
が
設
立
さ

会
長

柏

原

庸

大
阪
府
貨
物
運
送
協
同
組
合
連
合
会

れ、
会
員
数
百
十
六
協
組
と
全
国一
の
組
織
を
誇
り、
そ
の
事
業
も
極
め
て
内
容

の
充
実
し
た
連
合
会
に
成
長
し
ま
し
た。

ま
た、

事
業
運
営
面
で
も
順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
こ
と
は、
ひ
と
え
に
皆

様
方
の
ご
協
力
の
賜
物
と
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す゚

ご
高
承
の
と
お
り、
協
同
組
合
事
業
は
教
育
情
報、

調
査
研
究、

経
済
事
業
の

三
つ
が
大
き
な
柱
と
な
っ
て
お
り、

当
連
合
会
で
は
今
日
ま
で
会
員
お
よ
び
組
合

員
の
結
束
に
も
と
づ
＜
事
業
活
動、
組
織
活
動
を
推
進
し
組
織
に
活
力
を
与
え、

各
種
の
利
益
追
求
を
図
る
こ
と
に
心
が
け
て
ま
い
り
ま
し
た。

す
な
わ
ち
教
育
情
報
事
業
と
し
て
は
協
同
組
合
の
設
立、
運
営、
施
設
取
得、

金
融
等
に
関
す
る
指
禅、
法
律
税
制、
諸
官
庁
関
連
団
体
の
動
向
等
の
情
報
提
供、

ま
た
輸
送
の
効
率
化
の
一
方
策
と
し
て
の
自
動
車
無
線
M
C
A
シ
ス
テ
ム
の
消
入

の
円
滑
化
の
た
め
の
資
格
取
得
講
習
会
の
開
催
等、
ま
た
調
査
研
究
事
業
で
は
諸

賓
材
購
入
価
格
お
よ
び
輸
送
動
向、

金
融
動
向
の
調
査
と
共
同
施
設
の
相
互
利
用

に
関
す
る
研
究
等、

つ
い
で
当
連
合
会
で
最
も
大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
経
済
事
業
に
お
き
ま

し
て
は
日
本
道
路
公
団
の
高
速
道
路
通
行
料
金
別
納
制
度
の
業
務
代
行、

阪
神
高

速
回
数
通
行
券
の
販
売、
大
貨
フ
ェ
リ
ー
予
約
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
五
社
の
ト
ラ
ッ

中
小
企
業
者
の
経
済
的

地
位
の
向
上
を
図
る
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ク
航
送
予
約
お
よ
び
航
送
運
賃
の
後
払
い
制
度
の
取
り
扱
い
、

各
種
共
済
保
険
の

取
り
扱
い
、

諸
資
材
の
購
入
斡
旋
等、

ま
た
新
規
事
業
と
し
ま
し
て
は、

上
部
団

体
で
あ
り
ま
す
日
貨
協
連
が
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
日
本
テ
レ
コ
ム
の
加
入
者
の
促

進
に
全
力
を
挙
げ
る
と
と
も
に、

現
在
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
首
都
高
速
の
回
数

通
行
券
の
早
期
実
施
に
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
゜

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
会
員
の
方
か
ら
信
頼
さ
れ、

事
業
者
の
皆
様
方
に

十
分
お
役
に
立
て
る
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た

め
に
も
私
は、

常
々
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
当
連
合
会
運
営
の
基
本
は
経

済
団
体
と
し
て
の
独
自
性
を
保
ち
つ
つ
、

業
界
全
体
の
問
題
に
つ
い
て
は
ト
ラ
ッ

ク
協
会
お
よ
び
日
貨
協
連
と
密
接
な
連
携
の
も
と
に
対
処
し
中
小
企
業
者
の
経
済

的
地
位
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
゜

ま
た
昨
年
八
月、

全
国
で
は
じ
め
て
近
畿
地
区
の
協
同
組
合
連
合
会
が
事
業
活

動
の
強
化
と
連
携
を
め
ざ
し
「
協
同
組
合
連
合
会
近
畿
地
区
連
絡
会」

を
結
成
し、

近
畿
は
―

つ
の
精
神
の
も
と
に
、

よ
り
一

層
結
束
を
固
め、

近
畿
地
区
に
お
け
る

協
同
組
合
事
業
の
活
性
化
に
役
立
て
る
と
と
も
に、

私
は
ぜ
ひ
こ
の
よ
う
な
ブ
ロ

ッ
ク
組
織
が
全
国
各
地
で
一

日
も
早
く
結
成
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
念
願
す
る
も
の

◇特別寄稿

貨物運送事業協同組合の現状と活性化1··60

明治大学教授 百瀬 恵夫

◆ ‘ノ連・欧州運輸事情 池谷 成之 ・ ・ ・・・・・・
·63

■成人式迎えた大貨協連とともに•••….....69

で
あ
り
ま
す゚

ま
た
私
は
か
ね
が
ね
協
同
組
合
運
営
に
携
わ
る
者
と
し
て
組
合
員
の
団
結
と
組

織
力
こ
そ
力
の
原
点
で
あ
り
具
体
的
な
事
業
目
的
の
提
示
と
企
画
力、

理
事
長
さ

ん
の
指
導
力、

組
合
員
の
連
帯
惑、

そ
れ
に
事
務
局
の
努
力
が
一

体
と
な
っ
た
時

は
じ
め
て
協
同
組
合
事
業
が
成
功
に
導
か
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
し
て、

特
に
企

業
格
差
と
経
済
低
迷
の
今
日
こ
そ、

協
同
組
合
事
業
の
再
認
識
と
活
性
化
を
図
っ

て
い
か
ね
ば
我
々
中
小
企
業
運
送
事
業
者
の
輝
か
し
い
将
来
は
考
え
ら
れ
な
い
と

思
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
゜

そ
の
た
め
に
も
当
連
合
会
で
は
よ
り
一

層
団
結
を
強
め
関
係
団
体
と
も
連
携
を

密
に
し
な
が
ら、

会
員
お
よ
び
事
業
者
の
皆
様
方
の
お
役
に
立
て
る
運
営
を
心
が

け
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で、

今
後
と
も
皆
様
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご

協
力
を
お
顧
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に、

今
日
の
連
合
会
の
基
盤
を
お
築
き
＜

だ
さ
い
ま
し
た
先
駆
者
の
皆
さ
ん
の
ご
労
苦
に
対
し
心
か
ら
敬
意
を
表
し、

改
め

て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
゜

ー 3-



発展祝して650人が集う

大阪府貨物運送協同
組

合連合
会

の創立20周年記念式典は、 10月3日（土曜）午前10

時から大阪市都島区の太閤園で、 近畿運輸局の金田好生局長、 日貨協連
会

長の加藤武

徳参議院議
員

はじめ多数の来賓、 関係者、 各協
組

の構成
員

約650名が出席して、盛大に

開催された。

20周年記念式典（太問図）

記
念
式
典
は
午
前
十
時、

東
川
清
司

専
務
理
事
の
司

会で
は
じ
め
ら
れ、
斎

藤
昭
副

会長
の
開
式
の
こ
と
ば
に
つ
い

で
柏
原
庸

会長
が、

式
典
に
出
席
し
た

来
賓
と
傘
下
協

組の構
成

員に
対
す
る

謝
辞
に
始
ま
り 、

別
項
の
よ
う

に
式
辞

を
述
べ
た。

こ
の
あ
と 、
感
謝
状 、
表
彰
状
の
贈

呈
が
あ
り 、
ま
ず
大
貨
協
連
に
対
し、

金
田
近
畿
運
輸
局
長
か
ら
「
多
年
に
わ

た
り

協
同

組合事
業
の
拡
充
に
力
を
注

ぎ 、

適
切
な
運
営
に
よ
っ

て

会
員の
経

営
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
貨
物
運
送

事
業
の
発
展
に
寄
与
し
た」
と
し
て
感

謝
状
が 、
ま
た
加
藤
日
貨
協
連

会長、

佐
々
木
敏
商
工

組合中
央
金
庫
理
事
長

（
金
安
正
同
船
場
支
店
長
が
代
理）
か

ら
も
そ
れ
ぞ
れ
惑
謝
状
が
贈
ら
れ、
大

貨
協
連
を
代
表
し
て
柏
原

会長
が
受
賞

し
た。つ

づ
い
て
創
立
二
十
周
年
記
念
表
彰

で
は、

永
年
勤
続
役

員十一
氏
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ、

松
葉
大
二
理
事
（
豊
興

グ
ル
ー

プ
事
業
協

組
）
が
代
表
し
て
柏

原

会長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た。

つ
ぎ
に
十
年
以
上
の
九
十

会
員協

組に

-4-



表
彰
状
が
瞳
ら
れ、

大
阪
運
送
事
業
協

組
の
森
下
正
明
理
事
長
が
代
表
受
領゚

永
年
勤
続
職
員
五
名
の
表
彰
で
は
上
田

満
江
会
計
課
長
が
代
表
し
て
受
質
し
た
。

こ
の
あ
と、

来
密
祝
辞
に
移
り、

金

田
近
畿
運
輸
局
長、

加
藤
日
貨
協
連
会

長、

柏
原
府
大
卜
協
会
長
（
阿
知
波
直

之
大
卜
協
副
会
長
代
読）

か
ら
そ
れ
ぞ

れ
大
貨
協
連
の
二
十
年
間
の
功
紺
を
附

え、

今
後
の
発
展
を
祈
る
お
祝
い
の
こ

と
ば
が
述
べ
ら
れ
た
。（
祝
辞
は
別

項）
。

来
賓
祝
辞
に
つ
づ
い
て
来
賓
紹
介
の

あ
と
祝
電
が
披
露
さ
れ、

宮
田
貨
代
副

会
長
の
閉
式
の
こ
と
ば
で
式
典
の
第
一

部
を
終
了
し
た
。

ひ
き
つ
づ
き
第
二
部
の
記
念
講
演
で

は
、

国
際
評
論
家
の
加
瀬
英
明
氏
が

「
日
本
の
政
治
経
済
に
つ
い
て
」

を
テ

ー
マ
に、

別
項
の
よ
う
に
購
演
し
た
。

記
念
講
演
会
終
了
後、

午
後
0
時
四

十
分
か
ら
会
場
を
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ル
に

移
し、

記
念
バ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
た
。

ま
ず
西
尾
消
雄
副
会
長
の
開
宴
の
こ
と

ば
に
つ
づ
い
て
野
村
節
男
大
阪
陸
運
支

局
長
の
音
頭
で
一

同
乾
杯、

出
席
の
各

氏
が
杯
を
片
手
に
和
や
か
な
談
笑
の
う

ち
に
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
み、

大
貨
協

連
の
創
立
二
十
周
年
を
祝
っ
た
。

ま
た、

大
貨
協
連
取
引
会
社
か
ら
の
賞
品
寄
贈

に
よ
る
福
引
抽
選
も
あ
り、

最
後
に
辰

巳
消
奈
良
県
貨
物
運
送
協
同
組
合
連
合

会
長
の
発
声
で
大
貨
協
連
の
発
展
を
祝

っ
て
万
歳
三
唱
が
あ

り、

午
後
二
時
す

ぎ
盛
大
に
記
念
式
典
の

幕
を
閉
じ
た
。

創
立
二
十
周
年
記

を

念
表
彰
の
受
賞
者
は

次
の
通
り
。
（
敬
称
略）

手輝皿

〔
感
謝
状〕

山
口

寅
造
▽
松
葉
大
二
▽

ナi受を

淵
田
義
信
▽
本
並
蕉

状謝

▽
西
尾
消
雄
▽
宮
田

感ら

貴
代
▽
斎
藤
昭
▽
若

松
六
郎
▽
川
端
長
治

か長5
竺

郎
▽
多
胡
健
之
助
▽

協
原

中
川
武
雄

貨
柏
日
す

〔
表
彰
状〕

生
野

藤
わ
加
交
中
央
運
送
事
業
協
組

▽

和
泉
運
輸
事
業
協
組
▽
茨
木
運
輸

事
業
協
組
▽
大
阪
運
送
事
業
協
組
▽
大

阪
エ
フ
ェ
ル
物
流
事
業
協
組
▽
大
阪
海

陸
運
輸
協
組
▽
大
阪
河
南
運
輸
事
業
協

組
▽
大
阪
河
北
運
輸
事
業
協
組
▽
大
阪

貨
物
自
動
車
協
組
▽
大
阪
交
輸
事
業
協

組
▽
大
阪
市
中
央
自
動
車
運
輸
協
組
▽

大
阪
自
動
車
事
業
協
組
▽
大
阪
城
北
運

輸
事
業
協
組
▽
大
阪
新
中
央
運
輸
協
組

▽
大
阪
相
互
流
通
事
業
協
組
▽
大
阪
中

央
陸
運
協
組
▽
大
阪
東
部
運
送
協
組
▽

大
阪
ト
ラ
ッ
ク
流
通
事
業
協
組
▽
協
組

大
阪
南
港
配
送
セ
ン
タ
ー
▽
大
阪
南
部

運
送
事
業
協
組
▽
大
阪
南
輸
事
業
協
組

▽
大
阪
西
運
輸
事
業
協
組
▽
大
阪
西
貨

物
事
業
協
組
▽
大
阪
ニ
シ
セ
イ
運
送
事

業
協
組
▽
大
阪
東
貨
物
運
送
協
組
▽
大

阪
府
重
最
運
輸
協
組
▽
大
阪
府
ト
ラ
ッ

ク
協
組
▽
大
阪
府
引
越
専
門
協
組
▽
大

阪
北
部
鉄
鋼
輸
送
協
組
▽
大
阪
木
材
運

輸
協
組
▽
大
阪
陸
運
事
業
協
組
▽
大
阪

流
通
事
業
協
組
▽
大
阪
淀
北
運
輸
事
業

協
組
▽
大
淀
運
送
事
業
協
組
▽
大
淀
同

友
運
送
事
業
協
組
▽
貝
塚
貨
物
運
送
協

組
▽
柏
原
運
輸
事
業
協
組
▽
柏
運
送
協

組
▽
関
西
運
送
事
業
協
組
▽
関
西
貨
物

運
送
事
業
協
組
▽
岸
貝
運
輸
業
協
組
▽

旭
東
運
送
協
組
▽
近
畿
事
業
協
組
▽
近

畿
ト
ラ
ッ
ク
運
送
協
組
▽
く
だ
ら
運
輸

事
業
協
組
▽
京
阪
神
百
貨
店
配
送
事
業

協
組
▽
此
花
貨
物
運
送
事
業
協
組
▽
堺

市
運
輸
事
業
協
組
▽
商
工
運
輸
協
組
▽

城
東
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
組
▽
新
大
阪
運

輸
事
業
協
組
▽
泉
州
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協

組
▽
泉
南
陸
運
事
業
協
組
▽
曽
根
崎
運

輸
事
業
協
組
▽
大
正
運
輸
事
業
協
組
▽

大
正
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
組
▽
大
都
運
輸

協
組
▽
高
槻
運
輸
事
業
協
組
▽
天
王
寺

運
輸
協
組
▽
東
南
運
輸
事
業
協
組
▽
東

部
自
動
車
事
業
協
組
▽
東
部
ト
ラ
ッ
ク

事
業
協
組
▽
富
田
林
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
協
組
▽
名
呉
運
輸
事
業
協
組
▽
西
大

阪
運
送
事
業
協
組
▽
西
浪
速
運
送
事
業

協
組
▽
西
淀
運
輸
事
業
協
組
▽
八
伸
運

輸
協
組
▽
羽
曳
野
藤
井
寺
運
輸
協
組
▽

東
大
阪
運
送
事
業
協
組
▽
東
大
阪
運
輸

事
業
協
組
▽
東
大
阪
鉄
鋼
輸
送
事
業
協

組
▽
東
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
事

業
協
組
▽
東
大
阪
物
流
運
輸
事
業
協
組

▽
日
立
運
輸
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
協
組
▽
百

貨
店
運
輸
事
業
協
組
▽
福
島
運
送
事
業

協
組
▽
布
施
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
協

組
▽
布
施
東
北
運
輸
事
業
協
組
▽
布
施

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
協
組
▽
南
大
阪
運

送
事
業
協
組
▽
南
大
阪
貨
物
自
動
車
協

組
▽
都
島
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
組
▽
八
尾

貨
物
運
送
事
業
協
組
▽
八
尾
自
動
車
事

業
協
組
▽
糧
穀
運
送
事
業
協
組（
五
十
音

順）〔
協
組
永
年
勤
続
職
員
表
彰〕

上
田

満
江
▽
岡
本
良
一

▽
池
谷
成
之
▽
浜
崎

恵
▽
中
口
紀
清。
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金
田
近
畿
運
輪
局
長
か
ら

感
謝
状
が
膳
ら
れ
る

式辞を述ぺる柏原会長

... �

右から柏原会長 、 斎藤 、 西尾 、 宮田、若松の各副会長 壇上の来賓各氏
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柏原大卜協会長の祝辞を

代読する阿知波大卜協副会長

記
念
講
演
の
加
瀬
英
明
氏

加藤日貨協連会長のお祝いのことば 祝辞を述ぺる金田近畿渾輸局長

- ....'

追合合

記念式典会場

上から表彰を受ける永年勤続役員｀ 会員協組、

職員の各代表
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（
上
右）

開
宴
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る

西
尾
副
会
長

（
上
中）

乾
杯
の
音
頭
を
と
る
野
村
支

局
長

（
上
左）

20
周
年
を
祝
っ
て
乾
杯

（
中）

パ
ー
テ
ィ
ー
会
場

（
下
右）

協
賛
会
社
の
福
引
抽
せ
ん

（
下
左）

万
歳
三
唱
の
発
声
を
す
る
辰

巳
奈
良
県
貨
協
連
会
長
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五
置
犀

一

言
お
祝

大
阪
府
貨
物
運
送
協
同
組
合
連
合
会
の
創
立
二
十
周
年
に
あ
た
り、

い
を
申
し
上
げ
ま
す゚

大
阪
府
貨
物
運
送
協
同
組
合
連
合
会
は、

昭
和
四
十
二
年
十
月
二
十
六
日、

加

入
協
同
組
合
三
十
組
合、

傘
下
企
業
数
四
百
五
十
社
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
が、

そ

の
後、

組
合
員
の
相
互
扶
助
と
ト
ラ
ッ
ク
事
業
の
近
代
化
等
を
推
進
し
つ
つ
組
織

の
拡
大
に
努
力
さ
れ
た
結
果、

昭
和
六
十
二
年
八
月
末
日
現
在
で
は、

百
十
六
組

合、

傘
下
企
業
数
千
九
百
十
五
社
と
約
四
倍
に
至
り、

全
国
的
に
見
て
も
組
織
率

の
高
い
協
同
組
合
連
合
会
に
発
展
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
二
十
年
の
歩
み
と
共
に、

大
阪
府
下
に
お
け
る
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
者
の
社
会
的、

経
済
的
地
位
の
向
上
を
図
ら
れ、

又、

貴
協
同
組
合
連
合
会

の
基
盤
が
着
々
と
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は、

ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ

り
ま
す゚

そ
の
問、

ト
ラ
ッ
ク
業
界
に
お
い
て
は、

第
一

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ョ
ッ
ク
以
降

の
石
油
の
価
格
高
騰
と
供
給
の
不
安
定、

経
済
の
高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
の

転
換、

経
済
の
ソ
フ
ト
化、

産
業
構
造
の
変
化
に
よ
る
軽
薄
短
小
化
を
反
映
し
た

貨
物
輸
送
鼠
の
低
迷、

交
通
公
害
防
止
へ
の
社
会
的
要
請、

労
働
力
の
不
足
等、

幾
多
の
苦
難
の
道
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す゚

し
か
し
な
が
ら
貴
協
同
組
合
連
合
会
が、

今
日
ま
で
発
展
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は、

近
畿
運
輸
局
長

会
長
を
は
じ
め
役
員
及
び
会
員
の
皆
さ
ん
が、
一

致
団
結
さ
れ、

ト
ラ
ッ
ク
業
界

を
と
り
ま
く
諸
問
題
に
対
処
し
つ
つ
、

ト
ラ
ッ
ク
事
業
の
構
造
改
善
事
業
を
推
進

し、

事
業
経
営
の
近
代
化
及
び
合
理
化
あ
る
い
は、

事
故
防
止
に
努
め
る
等
非
常

な
ご
努
力
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り、

こ
こ
に
あ
ら
た
め
て、

そ
の
日
頃
の
ご
努
力

と
ご

労
苦
に
対
し、

心
か
も
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す゚

貴
協
同
組
合
連
合
会
の
創
立
二
十
周
年
は‘
―

つ
の
節
目
で
も
あ
り
ま
す
の
で、

更
に
組
織
率
を
高
め、

今
後
一

層
巌
し
さ
を
加
え
る
諸
情
勢
を
踏
ま
え、

経
済
社

会
環
境
の
変
化
に
適
切
に
対
応
し
つ
つ
、

物
流
の
主
役
と
し
て
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
の
重
要
な
役
割
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う、

碁
盤
強
化
を
図
る
と
と
も
に、

本
年
度
か
ら
新
た
に
実
施
さ
れ
る
共
同
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ、

人
材
開
発、

情
報
シ

ス
テ
ム
化
の
推
進
と
経
営
方
式
の
改
善
の
四
つ
の
事
業
を
柱
と
し、

輸
送
サ
ー
ビ

ス
の
高
度
化、

輸
送
原
価
の
抑
制
を
目
標
と
す
る
経
営
戦
略
化
構
造
改
善
事
業
の

推
進
及
び
事
故
防
止
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も
に、

傘
下
協
同
組
合
が

組
合
活
動
を
よ
り
一

層
活
発
化
す
る
よ
う、

指
導
性
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す゚

終
わ
り
に
臨
み
ま
し
て、

今
後
も、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
と
共
に
貨
協
同
組
合

連
合
会
が
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
し、

お
祝

い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す゚

金

田

好

生

推
進
と
組
合
活
性
化
へ
の
指
導
性
発
揮
を

四
つ
の
事
業
を
柱
に
経
営
戦
略
化
構
改
の

密閉き密密母
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大
貨
協
連
が
誕
生
さ
れ
て
二
十
年、

記
念
す
べ
き
今
年
で
あ
り
ま
し
て、

本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す゚

か
よ
う
な
盛
大
な
記
念
式
典
を
お
持
ち
に
な
り、

私
ど
も
も
お
招
き
を
い
た
だ

い
て、

喜
び
を
分
た
し
て
い
た
だ
く
の
で
す
が、

今
日
も、

新
幹
線
に
飛
び
乗
っ

て
ま
い
り
な
が
ら、

記
念
式
典
の
意
義
は
何
で
あ
ろ
う
か、

こ
れ
を
私
な
り
に
思

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が、

そ
れ
は、

二
十
年
前
の
創
業
当
時
に
思
い
を
至
た
さ
れ

二
十
年
を
振
り
返
っ
て
ご
覧
に
な
り、

こ
の
間、

会
員
の
方
々
の
ご
協
力
や、

そ

し
て
役
員
の
方
々
の
お
骨
折
り
で
、

今
日
を
迎
え、

そ
し
て、

大
地
に
し
っ
か
り

足
を
踏
み
し
め
て、

物
流
の
主
軸
で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
業
界、

ト
ラ
ッ
ク
協
同
組
合

連
合
会
は、

い
か
に
あ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か、

こ
れ
を
思
わ
れ
る、

こ
の
機
会

で
あ
ろ
う
か
と、

か
よ
う
に
存
ず
る
の
で
あ
り
ま
す゚

ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
、

社
団
法
人
と
し
て
の
使
命
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
り、

私

ど
も
協
同
組
合
は、

共
同
の
力
に
よ
っ
て
経
済
面
を
担
当
い
た
し
て
ま
い
る、

か

よ
う
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す゚

い
ま、

柏
原
会
長
さ
ん
か
ら
詳
細
な
お
話
と、

そ
し
て
ご
決
意
の
ほ
ど
が
拝
聴

で
き
ま
し
て、

誠
に
力
強
い
な
あ
と
い
う
気
持
ち
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
お
り
ま
す゚

そ
し
て
今
日
は、

日
貨
協
連
全
国
組
織
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど、

そ
の
副
会
長

さ
ん、

専
務
理
事
も、

ズ
ラ
ッ
と
参
っ
て
お
り
ま
し
て、

東
京
の
永
井
さ
ん、

神

奈
川
県
の
中
田
さ
ん、

そ
し
て
福
岡
の
真
鍋
さ
ん、

岡
山
の
鳥
越
さ
ん、

各
々
お

み
え
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
て、

日
貨
協
連
と
し
て
も、

挙
げ
て
お
め
で
た
い

りヰ目
同i

な
あ
と
い
う
こ
と
で
お
邪
腐
い
た
し
て
お
り
ま
す゚

今
日
み
な
さ
ん
が
こ
う
や
っ
て
喜
び
を
分
た
れ、

そ
し
て
戦
略
化
構
造
改
善
も

い
よ
い
よ、

本
年
度
を
初
年
度
と
し
て
頑
張
っ
て
い
く
ん
だ、

か
よ
う
な
決
意
も

固
め
ら
れ
ま
し
ょ
う
し、

ま
た、

中
央
と
し
て
は、

長
い

間、

揉
め
に
揉
ん
だ

「
四
全
総」
が、

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す゚

第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど、

今
ま
で
の
東
京
に
一

点

集
中
の
姿
で
は
な
し
に、
各
地
に
大
き
な
拠
点
を
打
ち
な
が
ら、
多
元
的
な、

分
散

さ
れ
た
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
っ
て
い
こ
う、

と
こ
う
い
う
考
え
方
で
ス
夕

ー
ト
い
た
す
の
で
あ
り
ま
す
か
ら、

そ
う
い
う
な
か
に
お
い
て、

物
流
の
中
心
で

あ
る
み
な
さ
ん
方
が
さ
ら
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
け
る、

と
か
よ
う
に
固
く
信
じ
て

お
り
ま
す゚

二
十
周
年
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ、

そ
し
て、

会
長
の
お
話
に
ご
ざ
い
ま

し
た
よ
う
に、

近
畿
の
み
な
さ
ん
が
模
範
的
な
連
合
の
組
織
を
作
っ
て
お
ら
れ、

こ
の
考
え
方
を
ず
っ
と
全
国
に
も、

敷
術
し
て
い
く
た
め
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら、

ま
す
ま
す
の
ご
発
展、

ご
隆
盛
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て、

そ
し
て
業
界、

さ
ら
に
さ
ら
に
発
展
し
ま
す
よ
う

に
祈
念
し、

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す゚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す゚

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連
合
会
会
長

参
議
院
議
員

加

藤

武

徳

さ
ら
に
さ
ら
に
ご
発
展
を
I.

模
範
的
な
組
織
を
全
国
に
拡
大
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創立総 会 第1回通常総会
(42. 10 . 2 )  (43. 5. 29) 

会 長 斎 藤 緋 斎 藤 緋

理事相談役

副 会 長 坂 田 正 雄
,, 三 宅 元
，， 村 田 禾II拐
,, 

常務理 事

理 事 坂 田 正 雄 山 口 寅 造
,, 三 宅 ←Jじ 大 西 珍 夫
，， 村 田 和 男 稲 井 治 平
，， 山 口 寅 造 梶 岡 実
,, 大 西 珍 夫 別 所 康 充
,, 稲 井 治 平 田 村 典 七
,, 梶 岡 実 」： 垣 ，＇ど、 雄
，， 別 所 康 充
，， 田 村 典 七
,, 上 垣 忠 雄

;,臣n.ヒ 事 宇 堂 重 吉 宇 幽 重 吉
，， 田 中 貫治郎 田 中 貫治郎
,, 

第9回通常総会 第61回理事会
(51. 5 . 27) (52. 4 .  14) 

会 長 田 村 典 七 本 並 甜

理事相談役

相 談 役

副 会 長 山 口 寅 造 山 口 寅 造
,, 松 葉 大 二 松 葉 大 二
,, 本 並 甜
,, 

,v 務理事

常務理事 竹 内 翌 竹 内 豊

理 事 上 垣 忠 雄 上 垣 忠 雄
,, 庄 田 正 吉 庄 田 正 吉
,, 川 端 長治郎 川 端 長治郎
,, 斎 藤 昭 斎 藤 昭
ク 坂 田 喜 祓 鶴 正 雄
，， 鶴 正 雄 西 川 安 雄
，， 西 ） II安 雄 若 松 六 郎
,, 若 松 六 郎 岩 田 忠 司
，' 岩 田 忠 司 大久保 忠太郎
,, 大久保 忠太郎 楠 井 藤 吉
,, 楠 井 藤 吉 西 尾 消 雄
，， 西 尾 消 碓

巫臣し

事 淵 田 義 信 淵 田 義 信
,, 宇 堂 重 吉 宇 堂 重 吉
，， 中 川 武 雄 中 川 武 雄

密甜困
密斑密
困甜密

第2 回通常総会
(44. 5. 30 ) 

斎 藤 締

坂 田 正 雄

三 宅 元

村 田 和 男

山 口 寅 造

大 西 珍 夫

稲 井 治 平

梶 岡 実

別 所 康 充

田 村 典 七

」： 垣 忠、 雄

宇 幽 重 吉

田 中 賞治郎

第10回通常総会
(52. 6 . 8 ) 

本 並 甜

山 口 寅 造

松 薬 大 二

竹 内 盟

庄 田 正 吉

川 端 長治郎

斎 藤 昭

鶴 正 雄

西 川 安 雄

若 松 六 郎

岩 田 忠 司

大久保 忠太郎

楠 井 藤 吉

西 尾 消 雄

多 胡 健之助

細 見 良 一

宕 田 貨 代
淵 田 義 信
宇 盤 重 吉

中 川 武 雄
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第3回通常総会 第4回通常総会
(45. 5 .  28) (4 6. 5 : 1 8) 

斎 藤 綺． 北 畑 芳 祓

坂 田 正 雄 田 村 興 七
．＝ 9モ・• Jーじ 山 口 窮 造

村 田 和 男 村 田 相 男

山 1-1 e,_ '"ヽ .• J•!I, 旦 大 西 珍 夫

大 囮 珍 夫 梶 岡 実

梶 岡 実 別 所 康 充

別 所 康 充 上 垣 忠、 雄

I±! 村 典 七 山 中 玉治郎

」： 垣 忠 雄 岩 EH 股

山 中 玉治郎 市 川 欣之進

岩 田 豊

宇 幽 重 吉 宇 盤 重 吉
田 中 貫治郎 EB i:p 1'.ri台11[1

第11回通常総会 第1 2回通·;府総会
(53. 6. 6) (54. 5. 24) 

松 薬 大 二 松 葉 大 二

本 並 第 本 並 策

山 口 寅 造 山 口 窮 造

西 尾 消 雄 西 尾 梢 雄

・岩 田 t'.t 代 ，出 田 t't 代

竹 内 豊 竹 内 盟

庄 田 正 吉 庄 田 正 吉

川 端 長治郎 川 端 長治郎

斎 藤 昭 斎 藤 昭

西 /I[安 雄 若 松 六 郎

若 松 六 郎 多 胡 健之助

大久保 忠太郎 細 見 良 一

多 胡 他之助 中 川 武 雄

細 見 良 一 川 井 金治郎

中 川 武 雄 切 石 信 義

川 井 金治郎 西 光 消

切 石 信 義 菊 地 多賀雄

淵 田 義 信 淵 田 義 信

楠 井 藤 吉 楠 井 藤 吉
福 森 信 一• 福 森 信 一



































格
差 、

事
務
局
が
回
っ
て
も
ら
っ
た
中

で 、

そ
の
へ
ん
を
い
ろ
い
ろ
考
え
合
わ

し
て
い
か
な
く
て
は
…
と
思
い
ま
す ゜

そ
れ
と
今
後
の
進
め
方
で 、

単
組
で
指

針
を
出
す
に
は
無
理
な
面
も
あ
っ
て 、

連
合
会
で
指
針
を
決
め
て
あ
げ
る
必
要

が
あ
る 。

大
き
な
視
野
で
は
こ
う
だ
が 、

単
組
で
は
こ
う
い
う
よ
う
に
消
化
し
て

松
葉

私
は
今
の
事
務
局
に
能
力
が

な
い

仕
事
を
し
て
い
な
い
と
か
い
う

意
味
で 、

人
材
養
成
を
言
っ
て
い
る
わ

け
じ
ゃ
な
い
。

と
い
う
の
は 、

い
ま
一

生
懸
命
や
っ
て
お
ら
れ
る
し 、

非
常
に

優
れ
た
事
務
局
体
制
で
や
っ
て
お
ら
れ

る 、

と
い
う
事
は
よ
く
判
か
る
が 、

だ

ん
だ
ん
に
老
化
す
る
わ
け
だ
し 、

マ
ン

ネ
リ
化
す
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
わ

け
で
す 。

世
の
中
が
ど
ん
ど
ん
移
り
変

わ
る
時
に 、

い
つ
ま
で
も
同
じ
体
制
で

よ
い
の
か 、

新
し
い
も
の
を
入
れ
て
い

＜
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か 、

と
い
う

こ
と
と 、

ま
ず
単
協
で
人
材
を
求
め
る

と
い
う
こ
と
よ
り 、

連
合
会
で
人
材
を

求
め
て 、

い
ろ
ん
な
能
力
を
吸
収
し
て 、

そ
れ
ら
の
人
を
流
し
て
や
る
と
い
う
こ

と
が
連
合
会
の
大
き
な
仕
事
で
は
な
い

い
け
ば
よ
い 、

と
い
う
タ
テ 、

ヨ
コ
の

連
絡
も
大
事 。

協
同
組
合
の
事
業
に
お

け
る
組
合
員
の
立
場
は 、

共
同
責
任
で

あ
り 、

相
互
扶
助
で
あ
り 、

平
等
で
あ

る 。

し
か
し
平
等
の
中
の
不
平
等
も
あ

る
と
い
う
こ
と
で 、

お
互
い
が
原
点
に

帰
っ
て
考
え
直
す
必
要
性
を
感
じ
て
い

ま
す ゜

か 、

現
在
の
大
貨
協
連
は
裕
福
な
財
源

を
持
っ
て
い
る 。

こ
れ
が
い
つ
ま
で
続

＜
か
わ
か
ら
な
い
が 、

あ
る
う
ち
に
そ

う
い
う
こ
と
を
手
が
け
て
は
ど
う
か 。

と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
す ゜

東
川

お
っ
し
ゃ
る
通
り 、

二
1

三

年
前
と
比
べ
て
今
の
仕
事
は 、

事
務
局

に
は
相
当
オ
ー

バ
ー
ワ
ー
ク
に
な
っ
て

い
る
こ
と
は
確
か
で
す 。

た
だ 、

こ
ち

ら
の
方
か
ら

忙
し
く
し
て
い
る
か
ら
入

れ
て
く
れ 、

と
は
言
い
難
い
… 。

松
葉

仕
事
が
忙
し
い
か
ら
入
れ
る

と
い
う
の
で
な
し
に 、

新
し
い
も
の
を

求
め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て 、

新
し
い

人
を
求
め
る
と
い
う
発
想
に
立
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね ゜

西
尾

大
貨
協
連
も
考
え
て
み
れ
ば 、

二
十
周
年
で
初
期
目
的
を
達
成
し
て
し

財
源
の
あ
る
う
ち
に
連
合
会
で

新
し
い
人
材
を
求
め
る
の
も
大
切

ま
っ
た 。

言
わ
れ
る
よ
う
に
次
の
目
的

に
対
す
る
人
材
養
成
を
や
ら
ね
ば
い
か

ん
で
す
ね 。

た
だ
人
材
を
入
れ
る 、

と

い
う
だ
け
で
な
し
に
ね
… ゜

松
葉

い
や
人
材
を
入
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て 、

次
の
目
的
が
生
ま
れ
て
く
る

（
笑
い
） 。

西
光

う
ち
の
組
合
も 、

月
に
三
万

円
の
賦
課
金
を
増
額
し
て 、

月
に
三
十

万
円
あ
れ
ば 、

や
り
手
の
人
間
も
お
け

る
じ
ゃ
な
い
か 、

各
二
十
万
円
で
二
人

置
い
て
も
よ
い
じ
ゃ
な
い
か 、

月
に
十

二
万
円
や
十
四
万
円
の
職
員
の
状
況
で

は 、

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
駄
目
じ
ゃ
な

い
か 、

と
新
た
な
事
業
を
作
る
た
め
の

資
金
を
い
っ
た
わ
け
で
す
が 、

金
を
出

せ
と
言
う
と
モ
ノ
を
言
わ
な
い
。

ま
あ

斎
藤

組
合
員
に
大
貨
協
連
の
存
在

意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
の
に 、

ど
う
し
た

ら
よ
い
か 。

金
の
こ
と
も
あ
る
が 、

大

貨
協
連
に
入
っ
た
ら 、

こ
ん
な
良
い
こ

と
が
あ
る
ん
だ
と
い
う ‘

組
織
に
血
の
通

っ
た
も
の
が
な
け
れ
ば
ね
… 。

整
備
協

子
供
の
縁
談
の
話
ま
で
で
き
る

よ
う
な
協
同
組
合
が
望
ま
れ
る

人
材
を
入
れ
る
こ
と

で
次
の
目
的
が
…

何
と
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
が 、

現

在
は
現
在
で
よ
い
と
し
て 、

次
の
た
め

に
専
従
の
人
間
を
置
く
必
要
を
言
っ
て

．
い
る
わ
け
で
す ゜

松
葉

単
協
に
連
合
会
意
識
を
高
め

て
も
ら
う
た
め
に 、

賦
課
金
の
増
額
が

必
要
で
は
な
い
か 。

余
り
に
賦
課
金
が

安
過
ぎ
る
た
め
に 、

連
合
会
に
関
心
を

持
た
な
い
。

正
直
言
っ
て 、

こ
こ
の
連

合
会
は
賦
課
金
を
と
ら
な
い 、

と
い
う

考
え
方
で
二
十
年
間
き
て
い
る 。

賦
課

金
比
率
は
三
％
で 、

こ
れ
は
連
合
会
の

非
常
に
大
き
な
成
果
を
示
し
て
い
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る 。

し
か
し
現
状
の
ま

ま
で
は 、

ど
ん
ど
ん
削
ら
れ
て
い
く
危

険
性
を
も
っ
て
い
る 。

だ
か
ら
現
在 、

金
の
あ
る
う
ち
に
出
来
る
だ
け
新
し
い

も
の
を
求
め
て
い
っ
た
ら
ど
う
か 、

無

形
の
投
資
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す。

組
の
場
合
は 、

入
っ
て
い
て
良
か
っ
た

な 、

と
い
う
こ
と
だ
が 、

各
協
組
に
対

し
て
は 、

何
か
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
な 、

と
い
う
こ
と
が
事
業
に
結
び
つ
い
て
い

る 。

各
単
組
に
出
来
な
い
も
の 、

経
営

相
談
ま
で
い
か
な
く
と
も 、

そ
こ
ら
の
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阿
曽

ぃ
＜
ら
制
度
の
役
割 、
組
識

識
向
上 、
そ
れ
か
ら
財
政
基
盤
の
確
立 、

事
務
局
体
制
の
強
化 、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
強
化 、
と
い
う
四
点
で
す
が 、

こ
の
四
点
の
底
流
と
し
て
流
れ
て
い
る

も
の
は 、
や
は
り
意
識
と
い
わ
れ
る 。

意
識
は
先
程
西
尾
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

危
機
感
の
捉
え
方
か
ら
く
る
わ
け
で
す
が 、

今
食
ぇ
て
い
る
か
ら
別
に
よ
い
や
な
い

か 、

食
ぇ
て
い
て
も
危
機
感
が
あ
る 、

食
え
な
く
て
危
機
感
が
あ
る 、
と
い
う

い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
が 、

本
当
の
意
味
で
皆
ん
な
危
機
感
を
持
っ

て
い
る
の
か 、
ど
う
か 。
も
う―
つ
は

協
同
組
合
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
が 、
一

般
社
会
で
ど
う
い
う
捉
え
方
を
さ
れ
て

い
る
の
か 、

弱
い
印
象
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す ゜

西
光

農
協
と
か
生
活
協
同
組
合
に

は 、

皆
ん
な
関
心
が
あ
る
わ
け
だ
か
ら 、

そ
う
い
う
切
実
な
関
心
を
持
つ
よ
う
に

し
な
い
と
い
か
ん
と
い
う
わ
け
で
す ゜

ー
九
五
％
が
中
小
企
業
と
い
う
日

本
の
企
業
の
中
で 、

中
小
企
業
の
依
り

処
と
い
う

協
同
組
合
に 、

も
っ
と
業
界

内
外
か
ら
の
評
価 、

認
識
が
呼
び
起
こ

さ
れ
て
も
よ
い 、
と
思
い
ま
す
ね ゜

や
は
り
理
事
長
の
指

導
力
が
一

番
必
要
だ

が
P
R
さ
れ
て
も 、

結
局 、

協
同
組
合

の
事
業
活
動
が 、
全
体
の
経
済
活
動
の

中
で
占
め
る
割
合
い
が
小
さ
け
れ
ば 、

評
価
が
上
が
ら
な
い 。
た
い
て
い
の
組

合
が
金
融
事
業
を
や
っ
て
お
ら
れ
る
が 、

組
合
員
の
必
要
資
金
の
何
割
を
占
め
て

い
る
か
と
な
る
と 、

僅
か
な
比
率
だ
と

思
う 。
し
か
も
こ
の
金
融
事
業
は
商
工
中

金
の
ウ
エ
イ
ト
が
非
常
に
高
い 。
し
か
し 、

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
方
が
集
ま
っ
て 、
経

済
的
な
地
位
の
向
上
や
経
営
規
模
の
拡

大
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て 、

普
通
な
ら

民
間
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
ら
れ

な
い
が 、

融
資
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た 、
と
い
う
こ
と
も
必
要
で
は
な

い
か
と
思
う 。
と
く
に
最
近
の
よ
う
に 、

金
利
差
か
ら 、
組
合
員
の
目
が
民
間
金

融
機
関
に
向
き
が
ち
な
時
は
そ
れ
な
り

に
工
夫
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思

う
つ
。

農
協
な
ど
は
農
民
が
作っ
た
も
の
を
時

に
は一
手
に
買
い
上
げ
て 、
一
方
で
は
農

民
が
必
要
と
す
る
飼
料
な
ど
は一
手
に
供

給
す
る
わ
け
で
し
ょ
う 。
事
業
規
模
が

大
き
く
な
る
わ
け
で
す 。
そ
う
い
う
意

味
で
い
う
と
協
同
組
合
の
共
同
事
業
も

着
実
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

と
考
え
ら
れ
る
が 、
と
こ
ろ
が
協
同
組
合

の
考
え
方
そ
の
も
の
は 、
組
合
員
さ
ん
の

事
業
を
負
担
す
る 、
全
組
合
員
の
事
業
に

と
っ
て
代
わ
る
と
い
う
こ
と
で
な
は
な
い

の
で
す
ね 。
そ
の
へ
ん
に
も
問
題
が
あ
り

ま
す 。
組
合
員
さ
ん
の
事
業
を
補
充
す
る

と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
て 、
な
か
な
か

事
業
が
拡
大
し
な
い
点
が
あ
り
ま
す
ね ゜

そ
う
な
っ
て
く
る
と 、
事
業
拡
充
に
何

が一
番
必
要
か
と
い
う
と 、
組
合
員
の
意
識

も
あ
る
が 、
や
は
り
理
事
長
の
指
導
力
に

な
る
の
で
し
ょ
う
ね 。
あ
る
組
合
で 、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入
し
た
共
同
計
算

セ
ン
タ
ー
を
作
る
こ
と
で 、
理
事
長
が

組
合
員
を
説
得
す
る
の
に
三
年
か
か
っ

た 。
と
言
い
ま
す 。
そ
の
業
界
の
人
が

い
ま
理
事
長
を
ス
ッ

ポ
ン
と
愛
称
を
つ

け
て
い
る 。
あ
の
人
は
食
い
つ
い
た
ら

離
れ
な
い 、
だ
か
ら
組
合
の
事
業
に
参

加
し
た
が 、
し
か
し
参
加
し
て
良
か
っ

た 、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
新
し
い
利
用
分

野
を
開
発
し
て 、
こ
れ
に
反
対
し
た
人

も
今
や
入
れ
て
良
か
っ
た 、
と
言
っ
て

い
る 。困

っ
て
い
る
問
題
を

相
談
で
き
る
よ
う
に

松
葉

困
っ
て
い
る
問
題
を
組
合
に

言
っ
て
も 、

相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
か

ど
う
か 、
わ
か
ら
ん
と 、

言
わ
ず
に
す

ま
し
て
い
る
ケ
ー

ス
も
考
え
ら
れ
ま
す

か
ら 、

そ
れ
を
理
事
長
が
掘
り

起
こ
し

て
あ
げ
な
け
れ
ば 、
と
思
い
ま
す ゜

阿
曽

解
決
出
来
な
く
て
も 、

組
合

員
と一
緒
に
考
え
る
と
い
う
姿
勢
が
大

事
で
す
ね ゜

西
光

し
か
し
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

ね 。
組
合
の
融
資
も
出
資
金
以
上
に
貸

し
た
ら
あ
か
ん 、
と
い
う
よ
う
な
… ゜

理
事
が
全
員
保
証
な
ら
市
中
銀
行
も
貸

し
て
く
れ
る 。
と
こ
ろ
が
も
し
パ
ン
ク

し
た
ら
…
と
反
対
も
出
る 。
理
事
だ
か

ら
保
証
の
責
任
が
あ
る 、

会
員
だ
か
ら

責
任
が
な
い 、
と
い
う
わ
け
で
な
く 、

同一
の
責
任
で
あ
る 。
ま
た
自
分
の
と

こ
ろ
で
下
請
け
を
使
う
の
だ
が 、

悪
評

が
あ
っ
て
誰
も
寄
っ
て
こ
な
い 。
そ
こ

で
組
合
へ
要
請
し
て
く
る 。
こ
の
仕
事

は
三
％
の
手
数
料
を
と
っ
て
協
同
組
合

で
元
請
け
し
て
下
さ
い 、
う
ち
は
下
請

け
に
な
り
ま
す
と 、

仕
事
を
持
っ
て
く

る
の
な
ら
よ
い
が 、

手
数
料
を
払
う
か

ら
安
い
車
を
探
し
て
く
れ 、
と
い
う
言

い
方
で
す
ね 。
自
分
本
位
と
い
う
か
身

勝
手
な
考
え
方
も
多
い
で
す
よ 。

金
融
事
業
を
行
う
限
り ‘
-
O
倍
ぐ

ら
い
の
金
を
貸
し
て
あ
げ
た
い
と 、

思
う
が
二
倍
ぐ
ら
い
が
関
の
山
で
す
ね ゜

借
り
た
い
と
こ
ろ
は 、

銀
行
が
貸
し
て

く
れ
な
い
か
ら
協
同
組
合
へ
言
う
わ
け

で
す
が
… ゜

阿
曽

金
融
事
業
も
始
め
は
こ
じ
ん

ま
り
と
始
ま
っ
た
が 、

組
合
員
の
事
業
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の
拡
大
に
応
じ
て 、

年
々
少
し
ず
つ
で

も
組
合
の
融
資
屎
が
増
加
す
る 、

漿
と

西
光

う
ち
の
組
合
は
裔
工
中
金
へ

出
資
し
て
借
り
て
い
た 。

始
め
は
盆 、

暮
れ
の
賞
与
引
当
金
で
五
万
円 、

十
万

円
で
あ
っ
た
の
が 、

百
万
円
台
に
な
り

ま
す
と 、

貸
し
て
く
れ
な
く
な
っ
た 。

A
社
は
よ
い 、

三
台
や
五
台
の
B
社
で

な
ぜ
百
万
円
も
要
る
の
や 、

削
れ
と
言

っ
て
く
る 。

企
業
の
格
差
を
つ
け
ら
れ

た
組
合
員
さ
ん
は
面
白
く
な
い
。

同
額

の
掛
金
を
し
て
同
じ
組
合
員
や
な
い
か 、

何
を
言
う
の
や 、

と
不
足
金
は
組
合
の

金
で
補
充
し
て
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

と
こ
ろ
が
組
合
で
も
金
が
足
ら
な

か
っ
た
の
で 、

出
資
金
の
百
万
円
を
担

保
に 、

三
十
万
円
程
融
賓
し
て
く
れ 、

と
言
っ
た
ら 、

こ
れ
は
担
保
で
は
あ
り

ま
せ
ん 、

そ
ん
な
や
っ
た
ら
止
め
と
こ

か 、

と
商
工
中
金
と
ケ
ン
カ
別
れ
で
出

資
金
を
全
部
引
上
げ
て
し
ま
っ
た 。

う

ち
の
組
合
は
未
だ
に
商
工
中
金
と
付
合

い
を
し
て
い
な
い
。

平
等
の
中
の
不
平

等
と
い
う
も
の
を
先
方
か
ら
見
せ
つ
け

ら
れ
た 。

質
の
面
で
成
長
し
て
い
く
過
程
が
ほ
し

い
で
す
ね ゜

融
資
の
金
額
も
出
資
金
に
対
し
て
い

＜
ら 、

そ
れ
を
超
え
る
場
合
は 、

銀
行

ヘ
も
担
保
を
出
す
の
だ
か
ら 、

組
合
に

も
担
保
を
出
し
な
さ
い
よ 、

そ
れ
な
ら

貸
し
て
上
げ
る 、

と
い
う
方
法
を
と
れ

ば
よ
い
の
だ
が 、

殆
ん
ど
理
事
会
で
け

っ
て
し
ま
う 。

ま
た
借
り
る
方
も
組
合

に
は
担
保
を
出
し
た
く
な
い 、

理
事
の

方
も
そ
ん
な
こ
と
は
止
め
と
こ
と
い

う
形 。

ま
あ
金
融
事
業
に
お
い
て
も 、

商
工
中
金
で
も
保
証
制
度
の
問
題
で
も 、

過
去
に
若
松
さ
ん
が
や
ら
れ
た
手
形
割

引
の
場
合
で
も 、

持
っ
て
く
る
も
の
は 、

市
中
で
割
っ
て
く
れ
な
い
三
流
か
融
通

手
形
の
割
引
に
な
っ
て 、

危
険
極
ゎ
ま

り
な
い
と
い
う
こ
と
で
止
め
て
し
ま
っ

た 。

い
ま
の
車
両
購
入
に
し
て
も 、

理

事
長
が
商
工
中
金
か
ら
三
億
円
を
引

っ
張
り
出
し
た
も
の
の 、

理
事
さ
ん
の

保
証
が
な
い
限
り
…
と
い
う
こ
と
で
こ

れ
も
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た 。

し
か
し
私

は
や
る
べ
き
こ
と
は
前
向
き
に
や
る
よ

う
に
し
な
い
と
…
と
考
え
て
い
ま
す ゜

や
る
べ

き
こ
と
は
前
向
き

に
や
る
よ
う
に
し
な
い
と

若
松

先
に
世
代
交
代
の
話
が
出
た

が 、

僕
は
そ
う
い
う
話
も
出
て
く
る
か

な
と
予
想
し
て
い
た 。

事
務
局
の
世
代

交
代
の
話
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
し 、

役

員
も
あ
る
程
度
の
定
年
制
を
作
っ
て
止

め
て
も
ら
う 。

こ
こ
で
大
貨
協
連
で
制

度
が
出
来
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て 、

僕
自
身
は
少
な
く
と
も
世
代
交
代
を
す

る
代
表
者
で
す
よ 。

い
ま
社
長
で
あ
る

け
れ
ど 、

登
記
上
も
息
子
に
社
長
を
譲

っ
て
い
る 。

だ
か
ら
業
界
そ
の
他
に
社

長
交
代
の
挨
拶
を
出
せ 、

と
息
子
に
再

三
言
う
の
だ
が 、

息
子
は
社
長
を
止
め

た
ら
老
け
込
ん
で
早
く
死
ん
で
し
ま
う

西
光

い
ま
若
い
世
代
で
先
代
を
ど

う
扱
う
か
を
テ
ー

マ
に
討
議
し
た
例
も

あ
る
と
い
う（
笑
い） 。

親
父
を
い
か
に

巧
く
止
め
さ
せ 、

い
か
に
巧
く
利
用
す

る
か
と 。

止
め
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ら
使

い
物
に
な
ら
な
い 、

謹
い
と
い
て 、

さ

あ
と
い
う
時
に
親
父
を
使
っ
て
危
椴
を

脱
す
る
か
… 。

若
い
者
は
何
を
考
え
て

松
葉

若
松
さ
ん 、

連
合
会
は
年
齢

制
限
は
な
い
。

単
協
は
個
人
的
な
人
格

が
中
心
に
な
っ
て
い
る 。

必
ず
し
も
若

い
人
が
出
て
き
た
か
ら
良
く
な
る
と
い

若
い
人
が
出
て
き
た

か
ら
良
く
な
る
と
は

い
る
か
わ
か
ら
ん
（
笑
い

先
代
を
ど
う
扱
う
か
を

若
い
世
代
で
研
究
し
て
い
る

社
長
や
め
た
ら
老
け

込
む
と
息
子
が
心
配

（
笑
い） 、

だ
か
ら
世
間
体
で
社
長
で
お

っ
た
ら
よ
い
じ
ゃ
な
い
か 、

と 。

そ
う

い
う
こ
と
で
大
貨
協
連
も
世
代
交
代
の

線
に
添
っ
て 、

役
員
は
定
年
制
を
作
っ

た
ら
よ
い
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か 。

そ
う
い
う

僕
も
い
ま
理
事
長
を
や
っ

て
い
る
が 、

止
め
さ
せ
て
く
れ 、

と
再

三
言
っ
て
い
ま
す
が 、

死
ぬ
ま
で
や
っ

て
い
て
く
れ
（
笑
い）

と
い
う
こ
と
ら

し
い
が
… 。

大
貨
協
連
で
こ
う
い
う
よ

う
に
決
め
て
い
る
か
ら
止
め
さ
せ
て
く

れ
：・
と
言
え
る
わ
け
で 、

検
討
し
て
ほ

、

。

し
し松

葉

連
合
会
は
よ
い
が 、

な
か
な

か
難
か
し
い
問
題
で
す
ね ゜

若
松

単
協
の
場
合
は
個
人
的
な
信

望
で
す
か
ら
ね ゜
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当
初 、
四
十
九
年
の
構
造
改
蒋
事
業

計
画
作
成
の
事
務
局
が 、
五
附
会
議
室

（
現
仕
O-

：
号
室）
に
設
置
さ
れ
た 。
大

卜
協・
大
貨
協
連
は
勿
論 、

関
連
団
体

（
健
保 、

年
金 、

共
済）

、

各
支
部
よ

り
出
向
さ
れ
た
混
成
人
事
の
事
務
局
で

あ
っ
た 。

日
夜 、

支
部
の
各
地
区 、

協
同
組
合

へ
と
構
造
改
蒋
事
業
の
説
明 、

計
画
書

の
作
成
と
何
も
ゎ
か
ら
な
い
私
に
は 、

大
変
な
作
業
の
日
々
で
正
直
い
っ
て
苦

労
の
連
続
で
あ
っ
た 。

し
か
し 、
混
成
人
事
等
の
お
陰
で
多

く
の
方
々
か
ら
指
導
を
受
け
た 。
特
に

冠

人
間
関
係
を
大
事[

砂

に
頑
張
り
た
い

四泣

浜

崎

恵

5

~

昭
和
四
十
七
年 、

学
校
を
二
年
余
分

に
い
き
ま
し
て
卒
業
後
以
来
大
貨
協
連

職
員
と
し
て
十
五
年
余
り
当
年
三
十
九

歳
と
な
り
ま
す ゜

卒
業
後
ず
っ
と
大
貨
協
連一
筋
で
す

が 、
す
ん
な
り
と
入
っ
た
わ
け
で
は
な

竹
内
専
務
（
現
大
卜

協
内
務）
と
藤
原

氏
（
大
貨
協
連
局
長
兼
構
改
室
長）
に

は 、
道
路
運
送
法 、

協
同
組
合
法 、

税

制
等
構
造
改
善
事
業
推
進
と
日
常
業
務

に
つ
い
て
何
か
と
ご
指
禅
い
た
だ
い
た 。

こ
の
お
二
人
と
出
合
わ
な
か
っ
た
ら

今
日
の
私
が
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
と

感
謝
し
て
い
る 。
そ
の
当
時
の
写
典
を

見
な
が
ら 、
な
つ
か
し
く
惑
慨
無
飛
で

あ
る 。二

十
周
年
を
契
機
と
し
て
会
員
皆
様

方
に
す
こ
し
で
も
お
役
に
立
ち
た
い
と

微
力
な
が
ら
頑
張
っ
て
行
く 。

く 、
ま
ず
近
畿
交
通
共
済
の
職
員
和窃染

に
応
募
し
採
用
さ
れ
る
と
思
い
き
や 、

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
方
か
ら 、「
協
会
に
来

な
い
か」
と
連
絡
が
あ
り 、

今
更
と
い

う
思
い
で
来
ま
す
と 、
全
員
で
五
人
ほ

ど
で
し
た
が 、

他
の
人
が
皆
辞
令
を
も

ら
っ
て
い
る
の
に
私一
人
「
君
は
ち
ょ

っ
と
待
っ
て
下
さ
い」
と
言
わ
れ 、
ど

う
し
た
も
の
か
と
不
安
に
思
っ
て
い
ま

す
と
「
ハ
イ 、
辞
令」
と
い
う
こ
と
で

◇
成
人
式
迎
え
た
大
貨
協
連
と
と
も
に

成
人
式
迎
え
た
大
貨
協
連
と
と
も
に
◇

ホ
ッ
と
し 、
あ
り
が
た
＜
頂
載
し
ま
し

た
が 、
よ
く
見
ま
す
と
「
大
貨
協
連
の

職
員
で
採
用」
と
い
う
こ
と
で
し
た 。

何
か
よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
採
用
さ
れ

た
次
第
で
す
が 、
以
後
い
ろ
い
ろ
と 、

い
い
こ
と
も
気
が
滅・
人
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が 、

何
と
か
勤
め
上
げ
て
き
ま

し
た 。「

袖
す
り
合
う
も
他
生
の
縁」
と
い

い
ま
す
が 、
こ
の
職
場
に
勤
め 、
皆
さ

ま
に
お
会
い
す
る
の
も
何
か
の
縁
だ
と

息
い
ま
す 。
人
間
関
係
を
大
事
に
し 、

順
調
な
三
十
周
年 、
四
十
周
年
記
念
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
頻
い
し
ま
す ゜

匹

四

初
心
を
忘
れ
ず

四

二

協
連
と
と
も
に

四

~

藤

原

彰

男

四

~

 

大
貨
協
連
の
仕
事
は
極
め
て
多
く
の

内
容
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が 、
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず 、

自
分
自
身
の
経
験
が

浅
い
た
め 、
そ
の
意
味
で
は
オ
ー
ル
マ

イ
テ
ィ

な
能
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う 、

い
つ
も
励
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
息
い
ま

；し
卜と1
厠

(
l

1
ll

 

す ゜鋭
い
問
迎
慾
識
と
輻
広
い
視
野
を
持

ち 、

柔
軟
で
新
し
い
発
想
が
で
き
る
よ

う
に
努
力
を
怠
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん 。

ま
た 、
仕
事
の
内
容
だ
け
で
な
く 、

仕
事
を
完
成
さ
せ
る
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
も

重
嬰
な
こ
と
で
す
が 、

実
際
の
仕
事
に

当
た
っ
て
は
文
字
ど
お
り 、
一
人一
人

の
仕
事
が
柏
み
重
な
っ
て
や
っ
と一
っ

の
形
に
な
る
わ
け
で 、
常
に
連
絡
を
と

り 、
議
論
を
し
な
が
ら 、

意
志
の
疎
通

が
図
ら
れ 、
臨
機
応
変
な
協
力
関
係
が

な
け
れ
ば 、
仕
事
は
完
成
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が 、
大
貨
協
連
を
通
じ

て 、
そ
の
重
要
性
を
実
惑
で
き
ま
し
た 。

大
貨
協
連
の
中
に
あ
っ
て 、
微
力
な

が
ら
仕
事
に
い
そ
し
ん
で
お
り
ま
す
が 、

前
述
の
努
力
を
惜
し
ま
ず 、
ま
た 、
初

心
は
い
つ
も
忘
れ
る
こ
と
な
く 、
大
貨

協
連
と
と
も
に 、

私
の
道
程
を
歩
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す ゜

ー 71-






